
  アカリンダニで始まりアカリンダニで終わった１年でした。 

全国的にはニホンミツバチは減っていないとの話ありますが 

中部地区では、自然巣群の消滅が多く、分蜂捕獲は、L-ﾒﾝﾄ 

-ﾙ対策した飼育群からがほぼ全てでした。当会としては、ﾆﾎ 

ﾝﾐﾂﾊﾞﾁを保護し、飼育し、増加を目的に更に活動していく。 

中部 日本みつばちの会 
         http://mitubati.main.jp/ 

第７回総会 
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総会内容 

• 場所 名古屋市農業センタ-（平針） 

• 日時 平成29年2月18日(土)9:00～12:00 

  （時間のある方は、自前にて昼食） 

• 議題 

   総会  １部 ２８期 活動、会計報告等  

       ２部  ２９期 活動案、予算案、 役員承認  

               班連絡名簿の改正案他 

  他情報 蜂児出の原因・西洋蜂からの防御、斡旋養蜂具等 

        ミツバチサミット寄付依頼  ﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞ紹介と意見  

 会員50名中   参加者は  約42名   
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1. 28年度活動報告 
活動内容 日付 場所と内容 担当 参加者 

第6回総会 2/21（土）  農業センタ－ 役員 31名 

ﾆﾎﾝﾐﾂﾊﾞﾁの見学 4/8 日本在来種ミツバチの会依頼で当会のミツバチを 
The london honeyのﾊﾝﾅ見学 

住田・長尾・酒井・
加藤他 

8名 

蜂蜜比べイベント参加 5月5日 白鳥公園で西洋蜂とﾆﾎﾝﾊﾞﾁの味比べ 住田 5名 

ﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞ 6月 外国向け英文を乗せる 西野 

新人採蜜会    6/7 酒井家、群で採蜜会  金陵辺の植え替え（中西）  酒井採蜜 6名 

第12回 
おしゃべり情報交換会  

10/18（日）
9:00～12:00 

会事務所のあるトミタグリ－さんの庭にて開催 
採蜜後バ－ベキュ－を食べながら。 

担当 G連絡員 
写真：浜田 

35名 
 

矢作川研究所 周年 豊田市周辺の飼育・採蜜会への協力 住田・望月 

下條村やまみつ愛好
会勉強会 

偶数月 8日 長野県下條村 高島主催 
 4、6、8、10、12、月   

担当 望月 6･8月延 
6名参加 

養蜂具各種の販売 周年 巣箱・ｽﾑｼ駆除剤･ﾒﾝﾄ-ﾙ･陵辺・他 伊藤三郎、竹口、 
加藤木工、望月 

市街地分蜂の保護 周年 （西洋ﾐﾂﾊﾞﾁ：５群、ﾆﾎﾝﾐﾂﾊﾞﾁ：０群） 望月、竹口 

飼育ホロ－  周年 養蜂ｱｼｽﾄ・情報交換会、総会等 住田、早川、竹口・
望月他 

その他情報の発信 適時 ﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞ書換え・ﾐﾂﾊﾞﾁ飼育情報・ﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞ・ﾒ-ﾙにて 西野・望月 
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４. 29年度活動案 
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No   内   容  時 期 担 当  備 考 

１ 総  会 ２月１８日 代表・役員 会の推進 

２ 分蜂配布（余剰分蜂の処分） 4月～5月末 会員全体他 余剰分蜂希望者は申告 

３ 重箱式公開採蜜の実施 － 早川  新人用に必要か 

４ ①金陵辺の管理勉強会(中西) 6月事務所 望月 講師は中西さん 

５ ②下條やまみつ愛好会飼育勉強
会参加 

8月下條村 望月 高島洋一  

６ ③はちみつ即売会 10月事務所 （別途具体化） 酒井家駐車場 

７ 情報交換会、バ－ベキュ 10月 役 員 会費 500円 

８ 冬場の疎開移動(脱糞対策) 12月～3月 各自 住宅地以外の里山等へ 

９ 養蜂具斡旋 周年 伊藤三、竹口、中西、
加藤木工、望月他 

巣箱、メント－ル、送風器 
金陵辺、B401 他等 

10 ﾐﾂﾊﾞﾁサミット（筑波にて） 11月 望月 中部ニホンミツバチの会の保護、
増やす活動について発表？ 
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その他 情報 

【ミツバチサミット2017】→寄付依頼 

ミツバチサミットは11/11～12に筑波大学会館で行われる。 
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【当会のﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞ紹介】 （広報 西野さん） 

 ＨＰは、月4,000回のｱｸｾｽがあり活用されている。 

 今後は、更に充実させニホンミツバチを多くの人にＰＲし 

 保護に役立てていく。 

☆中部 日本みつばちの会として総会で募り 
    ２６,３５０円の寄付が集まりました。 



蜂児だし原因について 

  蜂児捨ての現象は、よく見られるが正確な原因については不明です。
今後、原因をつかむためには検体を採取して分析に出すことが必要です。 
異常、蜂児だし１０匹以上の場合は、２０検体ほど冷凍保存し望月まで報
告下さい。（筑波：前田太郎先生に農薬の分析依頼をする） 
 現状の考えられる要因としては病気､農薬、蜜だめ優先、ｽﾑｼ等ですが
解析して対応する。 

第７回総会の添付資料 

20170218     望月建彦 
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蜂児出しの考えられる要因 

1.農薬の散布 

   農薬、除草剤、ｱﾘｺﾛﾘ等は蜂児出しと働き蜂も死ぬ 

2.病気（ｻﾞｯｸﾌﾞﾙ-ﾄﾞ、ﾉｾﾞﾏ等） 

  ウイルスが要因で、症状は軽く対処は紫外線照射等 

3.育児調整 

  蜜だめを優先すると蜂児を捨てる？ 

4.気温の低下 

 秋口は外気温５℃以下になると巣の縁の蜂児は低温で 

  死ぬため蜂児出しが起きる。 
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西洋蜂の盗蜜対策 

1.巣門を1/3と狭く嘴を付け、ﾆﾎﾝﾐﾂﾊﾞﾁが守りやすくする。 

2.ﾆﾎﾝﾐﾂﾊﾞﾁの巣箱から数10m以上離しところに絞りカスや 

 50%の砂糖水の餌を与え巣箱に近寄らせない。 

3.盗蜜が治まらない時は巣箱を即、移動する。（1km以上） 

4.その他、西洋蜂の養蜂者に餌を与える様にお願いする。 

ここ数年、洋蜂がニホンミツバチの巣箱に入り集団で 
盗蜜をする例が５件程あり。この対応策を検討した 

2017/2/20 8 
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巣箱 

数10m以上離す 

餌置き場 

巣箱 巣箱 

 

通常巣門 
7×150 

 

 
巣門 4×30～50 

 

巣箱 

 

巣門の前に出入口
4mmの嘴を付ける 

 

西洋蜂の盗蜜対策の図解 

 
嘴 

 

１ 

２ 
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分蜂捕獲準備 

1. 分蜂期間は3月末～5月末頃（今年は早いかも） 

2. 自然巣の分蜂は、ほとんどない為、飼育群で確実に  
分蜂板で捕獲するのがよい。 

3. 捕獲は雄蓋を確認後、約２～３週間で雨上がり後の晴
れや雨降り前の晴天時等に分蜂する。分蜂捕獲板に 
蜂球を作らせ２０～３０分後に霧吹きで水をかけ捕獲、
古い巣箱入れはできるだけ優しく。 

4. 捕獲した蜂は、その日に元巣から1kmは、離れた静かな
薄暗いところに移動するのがよい。（移動しないと巣箱
入れした蜂が次の分蜂時に刺激され逃去する。） 

5. 分蜂は、約3～4回は起こるので２週間は観察すること。   
2017/2/20 10 



新蜂へのｱｶﾘﾝﾀﾞﾆ感染理由 

• 筑波 坂本佳子先生の試験で成虫にも寄生するが 

  特に羽化後 ３日までにダニが寄生移動し易い。 

• 羽化の匂いに反応してダニが移動する。 

• ダニを中足で掻き落（グル－ミング）とすが 

  西洋蜂よりニホンミツバチは鈍感で掻き落とせ無い 

  ため寄生し易い。  

100年前、西洋蜂もｱｶﾘﾝﾀﾞﾆに寄生され群数が減ったが
長年かかって耐性群が生まれ 現状に至る。 
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アカリンダニ対策 

 
1. 12月～2月期は、ﾒﾝﾄ-ﾙ袋のピン留めは巣門を3cm

前後に狭くで10～20g入り×3～4袋する。 

2. 10度以下は、揮発しにくいので送風器を1ｹ月使用
するのが望ましい。（送風機が入る巣門が必要） 

3. 夏場は揮発が早いのでﾒﾝﾄ-ﾙは5～10gの１袋程度
とする。 

4. ﾒﾝﾄ-ﾙ、ﾁﾓ-ﾙ、蟻酸とも同様な効果でダニの完全駆
除が難しい。安全に取り扱えるﾒﾝﾄ-ﾙを推奨する。 

5. チモ－ル、蟻酸は獣医師の処方による使用が必要
とのこと。 
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ｱｶﾘﾝﾀﾞﾆ駆除用巣箱の設計 

送風器が入る巣箱（送風器ｻｲｽﾞ    a70×b80×h120） 
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巣門は7mm×150 

 

巣箱の内径 
a250～300×b250～300× 

h100～1200 

板厚は25 

はずれる巣門 

   

重箱の１段 

正面図 側面図 
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日本ミツバチの参考書等 

 
NO 

 
タイトル 

 
著者 

 
出 版 

価格 
（税別） 

 
備考 

１ 家族になったニホンミツバチ 久志冨士雄 高分研 3,000 DVD付き 

２ ニホンミツバチ 佐々木正巳 海遊舎 2,800 

３ 養蜂作業ノ－ト 富永朝和 八ヶ岳南麓 
日本みつばちの会 

800 日本ミツバチの
12ヶ月 

４ ひとさじのはちみつ 前田京子 ﾏｶﾞｼﾞﾝﾊｳｽ 1,300 蜂蜜の良さ 

５ みつばち高校生 
富士見高校養蜂部物語 

ﾘﾝﾃﾞﾝ舎 @1620 

６ ハチ博士のミツバチコラム 坂本文夫 中京しんぶん － 

中部 日本みつばちの会 ﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞ http://mitubati.main.jp 
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前田太郎先生ブログ 
太陽のしずく 大地の響き http://beekeeper.seesaa.net/archives/20160204-1.html 


